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西
宮
・
芦
屋
支
部
は
８
月
26
日
（
金
）
に
西
宮

医
療
会
館
で
世
話
人
会
を
開
催
。
５
人
が
参
加

し
た
。

【
Ⅰ
．
最
近
の
診
療
経
験
の
交
流
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
診
療

・
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
な
ど

【
Ⅱ
．
予
定
・
企
画
】

①
支
部
40
周
年
記
念
市
民
講
演
会
（
10
・
８
）

②
第
42
回
支
部
総
会
（
10
・
8
）

③
支
部
設
立
40
周
年
記
念
冊
子
作
成

【
Ⅲ
．
報
告
】

①
第
９
回
フ
ァ
イ
ア
サ
イ
ド
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
（
７
・
30
）

【
Ⅳ
．
そ
の
他
】

①
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ト
ッ
プ
ザ
ア
ス
ベ
ス
ト
の

取
り
組
み
報
告

【
Ⅴ
．
協
会
行
事
】

①
第
31
回
日
常
診
療
経
験
交
流
会
（
10
・
30
）
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第
９
回
フ
ァ
イ
ア
サ
イ
ド
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
、
７
月
30
日
（
土
）
、

協
会
会
議
室
で
第
９
回
フ
ァ
イ
ア
サ
イ
ド
・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
総
合
的
に
患
者
を
診

る
～
か
か
り
つ
け
医
の
一
つ
の
形
？
～
」
を

開
催
。
関
西
医
科
大
学
総
合
診
療
医
学
講
座

の
石
丸
裕
康
先
生
が
メ
イ
ン
ス
ピ
ー
カ
ー
を

務
め
た
ほ
か
、
パ
ネ
リ
ス
ト
４
人
が
参
加
。

伊
賀
内
科
・
循
環
器
科
の
伊
賀
幹
二
先
生
が

司
会
を
務
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
含
め
医
師
44

人
が
参
加
し
た
。

阿
部
整
形
外
科
リ
ウ
マ
チ
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
阿
部
修
治
先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

先
日
、
西
宮
市
の
伊
賀
内
科
・
循
環
器
科

の
伊
賀
幹
二
先
生
が
総
合
司
会
を
さ
れ
た

「
総
合
診
療
」
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
会

に
参
加
し
ま
し
た
。
関
西
医
科
大
学
総
合
診

療
医
学
講
座
の
石
丸
裕
康
先
生
を
は
じ
め
、

熊
本
大
学
医
学
部
５
年
生
の
伊
東
奈
津
さ
ん
、

京
都
市
立
病
院
感
染
症
科
の
青
木
一
晃
先
生
、

堺
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
総
合
診
療
専
攻

医
の
横
川
真
帆
先
生
、
西
宮
市
で
開
業
さ
れ

て
い
る
半
田
伸
夫
先
生
と
い
う
多
彩
な
顔
ぶ

れ
に
よ
る
討
論
は
、
「
総
合
診
療
と
は

か

か
り
つ
け
医
？
家
庭
医
？
総
合
診
療
科
？
総

合
内
科
？
」
と
い
う
、
定
義
付
け
る
に
は
悩

み
ど
こ
ろ
の
多
い
こ
の
テ
ー
マ
に
は
最
適
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

「
総
合
診
療
」
の
中
核
的
存
在
と
な
っ
て
牽

引
し
て
い
く
医
師
集
団
の
育
成
が
長
期
的
に

は
重
要
で
あ
る
こ
と
。
④
「
総
合
診
療
」
の

ブ
ー
ム
や
急
な
ニ
ー
ズ
に
は
即
座
に
は
対
応

で
き
な
い
け
れ
ど
医
療
従
事
者
全
体
の
意
識

を
も
っ
と
高
め
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

日
本
の
風
土
に
合
う
方
向
で
、
「
総
合
診

療
」
は
医
療
従
事
者
と
行
政
が
育
て
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
在
進
行
中
の
日

本
の
高
齢
化
社
会
を
考
え
る
と
、
医
学
部
卒

業
生
の
30
～
40
％
は
総
合
診
療
科
を
専
攻
す

る
く
ら
い
で
、
わ
が
国
の
社
会
需
要
（
ニ
ー

ズ
）
に
ち
ょ
う
ど
見
合
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
つ
い
先
日
の
日
本
経
済
新
聞
の
連
載

論
説
「
か
か
り
つ
け
医
の
制
度
化
の
論
点
１
．
」

（
日
本
経
済
新
聞

令
和
４
年
７
月
13
日
）

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

「
か
か
り
つ
け
医
」
に
つ
い
て
忌
憚
の
な
い
意
見
を
交
流

同
じ
内
科
開
業
医
で
あ
る
伊
賀
先
生
と
半

田
先
生
と
の
間
で
も
、
微
妙
に
考
え
方
が
ち

が
う
の
が
興
味
深
か
っ
た
で
す
。
パ
ネ
リ
ス

ト
の
討
論
を
聞
い
て
、
私
が
強
く
感
じ
た
の

は
以
下
の
４
点
で
す
。
①
パ
ネ
リ
ス
ト
を
含

む
企
画
の
参
加
者
が
全
員
、
日
本
の
「
総
合

診
療
」
を
担
う
医
療
の
現
況
は
改
善
の
余
地

が
大
き
く
あ
る
こ
と
を
切
に
感
じ
て
い
る
こ

と
。
②
一
人
一
人
の
医
師
に
よ
っ
て
そ
の
問

題
意
識
の
焦
点
が
だ
い
ぶ
違
う
こ
と
。
③

芦西
屋宮

司会を務めた伊賀先生とメインスピーカーの石丸先生

世
話
人
会
だ
よ
り

＊
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
４
金
曜
日
で
す
。

次
回
は
９
月
30
日
（金
）に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

支
部
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
企
画
案
な
ど
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

（右から）パネリストの半田先生、伊東さん、青木先生、横川先生
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支部設立40周年記念 市民講演会

混乱の時代を生きるためのファクトチェック

アメリカ軍がウクライナ軍に供与した高性能対戦車ミサイルは、ロシア軍
の戦車1両に対して10基なのだそうです。バイデン米大統領が豪語しています。
ロシア軍の戦車兵からすれば10もの高性能な兵器が自分を狙っているという
状態です。こうした情報は日本では報じられていません。ロシア軍の攻勢と
苦戦、ウクライナ軍の奮戦だけが交互に伝えられる状況です。

その後に起きた安倍元首相の殺害事件では、「暗殺」という言葉が一人歩
きし、容疑者が「言論への挑戦」を狙ったかのような言説も飛び交いました。
また、旧統一教会が会見すると、容疑者に理解を示す言動も目立ちました。
新聞、テレビなどの主要メディアに加えてネットで大量に拡散する情報に

私たちは翻弄されていると言えるかと思います。こうした状況で、事実は見
極められるのか？その方法は？ファクトチェックに取り組む私と、一緒に考
えてみませんか。

日 時 １０月８日（土）午後２時３０分～
会 場 西宮市立勤労会館大ホール

講 師 立岩 陽一郎 さん

(NPOメディア「InFact」編集長、大阪芸大短期大学部客員教授)

※お申込み・お問い合わせは、協会事務局 TEL：078-393-1807 伊地知、山田まで

※一般の方も参加可能ですので、スタッフの方・ご家族・患者さんにもぜひお声がけのうえご参

加ください。

※人数把握のため、可能な限り事前にお申し込みをお願いします。

立岩 陽一郎 さん プロフィール

NPOメディア「InFact」編集長、大阪芸大短期大学

部客員教授。NHKでテヘラン特派員、社会部記者、

国際放送局デスクなどを経て現職。著書に「ファ

クトチェックとは何か」「ファクトチェック最前

線」「ファクトチェック・ニッポン 安倍政権の7

年8カ月を風化させない真実」「コロナ時代を生き

るためのファクトチェック」など多数。毎日放送

「よんチャンTV」、フジテレビ「めざまし8」でニュー

ス解説。

（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

の
印
南
一
路
氏
の
論
説
に
よ
る
と
、
英
国
の

医
学
部
卒
業
生
の
約
50
％
はG

e
n
e
r
a
l

P
r
a
c
t

i
t
i
o
n
e
r

（
Ｇ
Ｐ
）
の
道
を
卒
後
す
ぐ
に
進
む

そ
う
で
す
。
こ
の
分
野
で
長
い
歴
史
の
誇
る

英
国
か
ら
、
学
ぶ
べ
き
点
は
（
短
所
も
含
め

て
）
多
い
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
、
英
国
の

リ
ウ
マ
チ
科
の
医
師
に
、
こ
の
点
に
関
し
て

か
つ
て
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
シ
ン

プ
ル
な
返
事
に
驚
き
ま
し
た
。
曰
く
、

「
（
Ｇ
Ｐ
専
攻
の
道
は
）
多
く
の
医
学
部
卒

業
生
に
と
っ
て
人
気
が
あ
り
、
魅
力
的
な
キ
ャ

リ
ア
で
す
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
一
方
、

日
本
独
特
の
臓
器
専
門
医
（
主
に
内
科
医
）

が
キ
ャ
リ
ア
の
後
半
に
総
合
診
療
を
中
心
と

し
た
地
域
医
療
に
携
わ
る
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
も

残
し
て
お
く
べ
き
と
も
感
じ
ま
す
。
日
本
の

臓
器
専
門
医
は
他
国
の
臓
器
専
門
医
と
ち
が
っ

て
、
キ
ャ
リ
ア
の
前
半
の
中
で
プ
ラ
イ
マ
リ

ケ
ア
に
多
く
携
わ
っ
て
き
た
こ
と
、
総
合
診

療
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
も
臓
器
専
門
医
の

経
験
に
基
づ
い
た
複
眼
的
な
診
療
が
で
き
る

こ
と
、
ま
た
半
田
先
生
が
提
唱
さ
れ
て
い
た

よ
う
に
、
紹
介
で
き
る
専
門
医
に
精
通
し
て

い
る
と
い
う
長
点
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

こ
の
日
本
独
特
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
に
は
、
ど

の
よ
う
な
ピ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ル
（
シ
ス
テ
ム
上

の
課
題
や
、
医
療
人
自
身
が
感
知
・
認
識
し

に
く
い
課
題
？
）
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
こ

の
点
に
関
し
て
も
、
検
証
が
も
っ
と
さ
れ
て

い
く
べ
き
と
感
じ
ま
す
。

「
総
合
診
療
」
の
医
療
シ
ス
テ
ム
の
改
善

は
待
っ
た
な
し
の
状
況
で
す
が
、
一
朝
一
夕

で
は
成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
テ
ー
マ
で
あ
る
こ

と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
一
人
の
医
療
従
事

者
と
し
て
、
こ
の
企
画
で
感
じ
た
「
潮
流
」

を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

有
益
な
勉
強
会
を
企
画
さ
れ
た
伊
賀
先
生
、

お
よ
び
パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆
様
に
深
謝
し
ま
す
。

【
東
灘
区

阿
部
整
形
外
科
リ
ウ
マ
チ
科

ク
リ
ニ
ッ
ク

阿
部
修
治
】

ディスカッションはオンラインも併用して行われた

第42回西宮・芦屋支部総会

協会西宮・芦屋支部第42回支部総会を以下の日程で開催いたします。ぜひご出席

ください。

日時 10月8日(土)午後2時～

会場 西宮市立勤労会館3階第2会議室

議題 2021年度活動報告と次年度の活動方針採択ほか

お問い合わせは協会事務局

（☎078-393-1807）伊地知・山田まで


